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CALETの運用

CALET 打上げ ： 2015年 8月19日
データ取得開始 ： 2015年10月13日
通常運用
スケジュールファイル更新

• 月、水、金： ISS にアップリンク、JST 12時前後に更新

WCOC（Waseda CALET Operations Center） Web シフト
• DQC（Data Quality Check）の確認

特別対応運用
ISS 運用対応（リブースト、デブリ回避、電力削減、アウトガスなど）
SEU 等による既知事象（解決済み）

永久故障（打上げ後）
 IMC 7168 ch のうち 1 ch （＋ Gain低下 1ch）
 CHD 28 ch と TASC 736 ch（PWO 192本）は故障無し
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CALET：観測スケジュール
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CAL 観測モード
 高エネルギートリガー（HE） : 常時
 低エネルギー電子トリガー（LE-電子） : 高緯度（90秒間 ）
 低エネルギーガンマ線トリガー（LE-γ） : 低緯度
 ペデスタルトリガー ：23分毎
 シングルトリガー（p, He） ：毎日3時間

観測器保護（高緯度・SAA）
 CGBM HV On/Off

HE
Trigger Rate
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CALET： 観測時間
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• 高エネルギートリガーによる観測計1754日: 2015/10/13—2020/07/31

• 電子観測のエクスポージャ SΩTは～156 m2sr day に到達

• 高効率観測を継続中（実観測時間/全観測時間～86%）

• 高エネルギートリガーにより取得した全イベント数～11億例 （全データでは24億例）
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実観測時間



CALET：高エネルギートリガー取得イベント蓄積
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HE Trigger Rate: 8.7 Hz



Data Quality Check [DQC]
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既知事象
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非常に安定に動作しているが、観測5年間で以下の不具合が発生

• 全て一時的な不具合であり、永久故障につながるものはない
• 迅速に不具合を識別して解決することによって、質の高い観測運用を継続している

不具合識別方法不具合識別方法



特別対応運用（今年度上半期）
1. 20/04/03 ISSリブースト対応

2. 20/04/17 閾値変更

3. 20/04/19 ISSリブースト対応

4. 20/05/18 SEU対応（FEC Power Cycle）

5. 20/05/24 電力対応

6. 20/07/04 ISS PDAM（デブリ回避*）対応

7. 20/07/12 ISSリブースト対応（Deboost）
8. 20/07/21 電力対応

9. 20/07/28 SEU対応（MDC Power Cycle）
10. 20/07/30 ISSリブースト対応

11. 20/08/26-29 ハリケーン対応

12. 20/09/11 ISSリブースト対応

2020/9/15 2020 15aSN-02日本物理学会 年秋季大会［素核宇］（オンライン開催） 10

・観測機器関連 3回
SEU発生頻度 11回/4年11カ月

=2.2回/年
・ISS運用関連 9回
（内リブースト対応 6回）

*Pre-Determined Debris Avoidance Maneuver



まとめ

• CALETは所期の装置性能を維持したまま、5年近く
宇宙ステーションにて観測継続中

• リブーストや電力削減などのISSの運用に関連する
対応は、JAXAとの連携で適切に実施されている

• 不具合発生時は観測データの確認で速やかに識
別され、JAXAとの連携で迅速に正常復帰の処置
がとられている
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